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研究成果の概要（和文）：世界的に関心がもたれているESD(Education for Sustainable Development)に着目し
地理、歴史、公民、社会科と関連をさせたESD実践の構築と発信を目的とした。その結果、社会科（地理歴史
科、公民科）で、それぞれに内容を関連させながら探究的な学習を行うことで、思考力の育成、資料を分析する
能力、コミュニケーション能力が育成され、価値観を養う学習へとつながり、この価値観が持続可能な社会のた
めの価値観となりえるものであることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The concept of “sustainable development” has been proposed as a solution 
to the challenges facing the global environment. While development and economic growth continue, 
global issues such as the deterioration of the environment, economic inequality, and urban problems 
need to be resolved.The porpose of this research is to debelop practices or curricula for geography,
history,civics and social studies about ESD-Education for Sustainable Development- and publish the 
results. Many practices for ESD have constracted in geugraphy, history, civics and social studies. 
ESD is needed the personal values of every studen. The values would developed to educate the 
abilities of thinking, analysis of materials and comunicaton. Result of this reserch is publoshed as
 "ESD in Japan"(2017) by Kokon Shoin, Tokyo. 

研究分野：社会科教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
地球の温暖化をはじめ、その原因となる環
境問題は、国の枠を越えて協力して解決すべ
き問題である。このような状況のなかで、
1980 年に IUCN(International Union for the 
Conservation of Nature and Natural 
Resources, 国際自然保護連合)などの3機関
により、地球環境問題の解決に向けて、「持
続可能な開発」の概念が提唱された。開発を
抑えて環境の保全・保護を主張する国々と、
開発が十分に進んでいないために工業化を
一層進めたい国々との、いわば折衷案として
提唱されたのが「持続可能な開発」である。
この「持続可能な開発」は、環境教育のキー
ワードともなり、広く世界で通用する概念と
なっていく。日本の社会科教育が、現代社会
の理解にとどまりがちの中、環境教育など未
来を志向する教育観が、日本の教育に与えた
影響は少なくなかった。他方で、さらなる未
来志向の教育が提示される。それが、
ESD(Education for Sustainable 
Development)である。ESD は、日本の提案に
より、2002 年の国連総会において決議され、
ユネスコがその推進機関となり、さらには
2005 年から 2014 年の 10年間が「ESDの⒑年」
となり、日本をはじめ各国で推進されていく
ことになる。この 10 年の終わりに近づいて
いる今、日本をはじめ世界各国でどのように
ESDの実践が行われたのか総括し、日本のESD
の実践を世界的な観点から捉えなおし、世界
に発信することは意義があると考えられた。 
 
２． 研究の目的 
ESD は、社会科では地理教育を中核としな
がら歴史教育、公民教育でも実践が試みられ、
ESD を推進しつつある。そこで、本研究は、
世界の ESD の実践を、地理教育を中核に総括
し、日本の ESD の実践を世界的な観点から捉
え直し、地理だけでなく歴史、公民教育と関
連させた社会科における日本が世界に先導
できるような ESD の実践を構築し、世界に発
信することを研究目的とする。 
 
３． 研究の方法 
ESD の実践は、環境教育および開発教育と
の関連が強いので、世界的には地理教育を中
心 と し て 行 わ れ て い る 。 そ れ は
Geographiedidaktische 
Forschungen,Vol.42,2007 で世界的な ESD 研
究が特集されていたことにもあらわれてい
る。こうした世界的に研究がなされているこ
とを踏まえ、ESD 実践という観点から文献を
収集する。しかし、公表されている文献では、
ESD の理論的研究が多く、実践が紹介される
ことは少ない。また、地理教育における GIS
を世界各地の研究者が、それぞれの国の動向
を ま と め た Milson,A.J.,Ali.D. and 
Kerski,J.J  2012  International 
Perspectives on teaching and learning with 
GIS in secondary school. Springer による

と、GIS を交えながら ESD を推進しようとし
ている国もみられる。そうした国がイギリス、
ドイツ、ポルトガルといったヨーロッパ諸国、
アメリカ、韓国、台湾といった国々である。
こうした国々のESD実践を収集する。しかし、
前述したように、こうした ESD 研究は理念的
な研究が多く、実践的研究は多くなく、文献
として示されていないことが多い。そこで、
各国での現地での資料収集が必要不可欠と
なる。研究代表者および研究分担者には、こ
うした国の地理教育、社会科教育を専門とし
ている者もおり、また、国際学会に毎年参加
しているので、上記の国の地理教育、社会科
教育の研究者とは交流が深く、ESD を実践し
ている学校、教員を紹介してもらえる。その
ようなルートからESD実践を進めている学校、
教員に会い、資料を収集する。 
さらに、海外からの研究者を招聘し、各国
での取り組みについてシンポジウムを行い、
それらの研究者と直接討論することで、日本
の独自性をだす ESD 実践を構築する。また、
地理、歴史、公民と相互関連した ESD 実践が
望まれていることが明らかであり、また、そ
のような実践が日本の独自性が見いだせる
ESD 実践である。しかし、この独自性は，世
界的な ESD 実践を総括することで、より一層
明瞭に位置付けることができるので、基礎的
な研究を踏まえての実践の構築をする。なお、
本研究の枠組みは以下の図に示される。 

 
４． 研究成果 
 研究成果は、以下のようにまとめられる。 
まず教科固有の特性とESDの普遍性をつなげ
た授業開発をおこなったことである。地理な
どの特定科目にとらわれず、ESD の実践が可
能になる。それは、ESD のキー概念を教科固
有性をふまえたうえで適切に組み込むこと
でESDとしての教科教育が可能になるのであ
る。具体的な授業案としては、持続可能な社
会づくりを、「地理総合」の防災学習、「地理
B」においての経済発展と生活の変化、身近
な地域における社会的、環境的、経済的課題
を高め、世界的な責任と政治的な参与に必要
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   思考力・批判力・分析力・コミュニケーション能力・価値観の育成 
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図 1 持続可能な社会の形成ための社会科のフレームワーク 

                       （井田 2011より） 



な力をめざした学習の提案ができた。さらに、
歴史的な観点からは、世界記憶遺産の教材化、
過去を通して未来を構想する学習、ESD とし
ての近代社会像の探究についての授業案な
どの提案ができた。さらに、公民的な観点か
らは、法教育においての ESD 実現の授業構成
の提案、グルーバル・ガヴァナンス論からの
ESD の課題、「多様性の尊重」「多様性の調整」
の価値を普遍化する教育内容からのESD授業
の提案、ESD の観点からの公民教育の改善を
提案した。さらに ESD の態度目標から小学校
の防災学習の改善を提言した。上記の社会科、
地理、歴史、公民といった既存の教科、科目
の観点からのESDに基づいた授業開発である
が、ESD を基盤にすることで、社会科、地理、
歴史、公民を連関させたものとなっており、
ESD 実践を構築したものといえる。なお、こ
れらの研究成果は、ポルトガル、イギリス、
フィンランド、シンガポール、ドイツ、アメ
リカといった国々のESDの動向をふまえてい
る。また、これらの成果をえるために、下記
のような授業実践を展開した。 
2013 年度 

授業テーマ 

フィールドワークを通じた身近な地域の再発見 

地域からとらえる貧困―フィリピンの事例を通し

て― 

風刺画を活かした日本史授業 

騎馬遊牧民と馬 

日本の貧困―ワーキングプアを事例に― 

カンボジア・スタディ―ツアーの事前授業―継続性

に着目して― 

2014 年度 

「蘇鉄地獄」から考える沖縄の歴史 

フィールドワークで発見しよう！―大子町での

「自然を活かす」と「自然から守る」― 

現代インドの対立を独立運動から考える―ガンデ

ィとヒンドゥーとムスリムと― 

史料解釈から学ぶ世界史学習―イギリス産業革命

期の児童労働を事例に― 

相互依存関係から国際社会を考察する公民科授業

の構想 

カンボジアにおけるボランティアの学習を通して

人とのつながりを考える―カンボジア・スタディ

ーツアー事前学習として― 

 
 
 
 

2015 年度 

大子町における地域を再確認し主体的に意味付け

る地域学習 

ヨーロッパにおけるイスラーム 

常陸国の人口減少から多様な視点を培う授業 

「平和」の実現に向けて―「パックスロ＝ロマーナ」

を手掛かりに― 

「公正」な社会を考える授業―「子どもの貧困」を

題材として― 

望ましい途上国「支援」を考察する授業のあり方の

研究―アンコールワット遺跡群の修復活動を事例

として― 

2016 年度 

大子町生瀬地区における学校統廃合にかかわる景

観変化 

オリンピックから考える高校世界史の授業 

アクティブ・ラーニングを導入した高校 ESD実践

ー食の教材化ー 

高校公民科における農業学習―人物学習の視点か

ら― 

 
 地球規模での課題は山積している。そのよ
うな課題を解決するための人材を育成する
教育の意義は大きい。ESD という用語を用い
なくても、世界各地で、ESD の精神と同様な
教育がなされている。こうした中で、ESD は
今後とも地球全体の将来を考える教育とし
て重視されていくだろう。 
 学問分野をこえたグローバルな観点から
地球の将来について考え,課題を解決しとて
いく考え方は、今後、その意味からも教育に
対する期待は大きい。このように,我々が生
活する地球を,将来にわたってどのように持
続させ,そのためにはどのようなことをしな
ければならないのかという課題は引き継が
れ,社会科,地理,歴史,公民教育についても,
そのことは継承されなければならない。我々
が住む地球、そこに暮らす人々、動物、植物
を含む自然は、持続させていかなければなら
ない。そこでの教育がどうあるべきで、どう
実践されなければならいかは永遠のテーマ
となるかもしれないが、本研究では、その異
端が担えたと結論付けることができる。なお、
研究成果は『教科教育における ESD の実践と
課題―地理・歴史・公民・社会科― ESD in 
Japan』として古今書院から著書として発刊
した（2017 年 3 月）。この著書には代表者お
よびすべての分担者の成果が収められてい
るだけでなく、この科研で開催した国際シン
ポの招待者にも執筆してもらっている。本研
究は、「発信」も目的としているので、本書



は国内外へ発信する著作として、日本語の論
稿には英文用要旨をつけ、英文の論稿には和
文の要約をつけ、国内外に発信するという目
的も達成している。本書の成果は以下のとお
りである。井田仁康：「ESD の系譜」「ESD の
展望」志村喬：「教科教育としての ESD 授業
開発」吉水裕也：「高等学校「地理総合」に
おける防災教育の一事例」永田忠道：「広島
県における ESD 実践の展開と特質」金玹辰：
「身近な地域の調査を通した地理教育にお
ける ESD の可能性」國分麻里：「ESD としての
「世界記憶遺産」熊田貞介：「過去を通して
未来を構想する社会科歴史学習の課題と可
能性」佐藤公：「ドイツ歴史学習にみる ESD
としての近代社会像の探究」磯山恭子：「法
教育における公正に対するものの見方や考
え方の育成」小野智一：「グローﾊﾞﾙ・ガバナ
ンス論の現在」坪田益美：「社会科における
持続可能な社会づくりに向けた社会認識の
育成」唐木清志：「公民教育と ESD」竹内裕一：
「ESD の態度目標と授業づくりの視点」池俊
介：「ポルトガルにおける ESD の展開と地理
教育」。なお、国際シンポジウムにパネラー
として招いた Clark Brooks 氏（イギリス、
ロンドン大学）、Sirapa Tani 氏（フィンラン
ド、ヘルシンキ大学）、Michael Solem(アメ
リカ、地理教育学会)、Geok chin Ivy Tan 氏
（シンガポール、南洋工科大学）にも寄稿し
ていただき、本研究成果が世界からの刺激を
受けながら、世界に発信する成果ともなった。 
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